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◆
墨
華
（
ぼ
っ
か
）
書
道
会

　

月
２
回
、木
曜
日
の
午
後
１

時
〜
３
時
、
中
央
公
民
館
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。詳
し
く

は
鈴
木
�
４
２
２
・
７
８
０
４

へ
。

　

◆
手
遊
び
・
わ
ら
べ
歌
・
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
（
ろ
ん
り

む
）　

毎
月
第
１
木
曜
日
が
上

の
原
第
１
公
務
員
宿
舎
集
会

室
、第
２
月
曜
日
が
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
。ほ
か
に
素
話
研

究
も
あ
り
。未
就
園
児
の
親
子
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
等
も
可
。詳

し
く
は
木
村
�
４
７
５
・
５
８

３
３
へ
。

　

◆
ス
ペ
イ
ン
語
会
話
（
ア

ミ
ー
ゴ
ス
）　

毎
週
、
①
水
曜

日
の
午
前
９
時
か
ら
と　

時
１０

半
か
ら
が
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
②
金
曜
日
の
午
後
６
時

半
か
ら
と
８
時
か
ら
が
男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
。会
費

１
回
１
５
０
０
円
。ネ
イ
テ
ィ

ブ
女
性
講
師
。詳
し
く
は
山
口

�
０
８
０
・
３
４
０
１
・
０
９

５
６
へ
。

　

◆
金
曜
ヨ
ー
ガ
の
会　

毎

週
金
曜
日
の
午
後
８
時
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本

町
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。女
性
歓

迎
。
詳
し
く
は
冨
岡
�
４
７

１
・
１
８
６
３
へ
。

　

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
、練
功
十
八

法
（
出
水
川
広
場
体
操
会
）　

毎
週
月
曜
〜
土
曜
日
、出
水
川

広
場
（
本
村
小
隣
り
）
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、会
費
年
２

０
０
０
円
。
体
験
自
由
。
初
心

者
歓
迎
。詳
し
く
は
望
月
�
４

７
１
・
１
０
９
６
へ
。

　

◆
東
久
留
米
カ
ラ
オ
ケ
ク

ラ
ブ　

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜

の
午
後
７
時
〜
９
時
が
中
央

町
地
区
セ
ン
タ
ー
、水
曜
日
の

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
が
東

久
留
米
駅
前
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
で
。入
会
金
２
０
０
０
円
。

会
費
月
３
５
０
０
円
。歌
謡
曲

ほ
か
。
初
心
者
歓
迎
。
作
曲
家

の
指
導
あ
り
。詳
し
く
は
梶
野

�
４
７
５
・
３
６
２
４
へ
。

　

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス（
ミ
ル

テ
の
会
）　

毎
月
第
１
・
第
２
・

第
４
金
曜
日
の
午
後
１
時
半

〜
４
時
、南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。
会

費
４
カ
月
３
０
０
０
円
。　

歳
６０

以
上
の
女
性
。詳
し
く
は
手
島

（
て
し
ま
）
�
４
７
８
・
７
２

７
４
へ
。

　

◆
ひ
が
し
く
る
め
手
う
ち

う
ど
ん
の
会　

日
曜
日
の
午

後
１
時
か
ら
が
東
部
地
域
セ

ン
タ
ー
、木
曜
日
の
午
後
７
時

か
ら
が
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
２
月
は
８
日
（
木
）
と　
２５

日
（
日
）。
会
費
１
回
８
０
０

円
。
詳
し
く
は
江
森
�
４
７

３
・
３
６
３
７
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ（
ふ
る
さ
と
会

ウ
イ
ン
グ
）　

月
４
回
、
木
曜

日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、中
央

公
民
館
で
。入
会
金
１
０
０
０

円
、会
費
月
１
５
０
０
円
。
女

性
歓
迎
。
見
学
自
由
。
詳
し
く

は
杉
山
�
４
２
１
・
０
４
９
６

へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
ラ
ベ
ン
ダ
ー
）　

月

４
回
、金
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

正
午
、市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
ほ

か
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
２
０
０
０
円
。講
師
の

指
導
あ
り
。
見
学
自
由
。
詳
し

く
は
浅
石
（
あ
さ
い
し
）
�
４

７
１
・
０
８
５
７
へ
。

　

◆
大
東
（
だ
い
と
う
）
流
合

気
柔
術　

毎
週
、①
土
曜
日
の

午
後
６
時
半
〜
８
時
半
が
南

沢
会
館
（
多
門
寺
境
内
）
②
日

曜
日
の
午
後
４
時
半
〜
６
時

半
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
成
人
男
性
が
月
３
０
０

０
円
、成
人
女
性
と
小
学
４
年

生
〜
未
成
年
者
が
月
１
０
０

０
円
。詳
し
く
は
宮
田
�
４
７

３
・
１
９
５
７
へ
。

　

◆
ゆ
っ
た
り
フ
ラ
ダ
ン
ス

（
プ
ア
ア
ヒ
ヒ
フ
ラ
サ
ー
ク

ル
）　

毎
月
第
１
〜
第
３
水
曜

日
の
午
前　

時
〜　

時
半
、西

１０

１１

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。入
会
金

１
０
０
０
円
、会
費
月
３
０
０

０
円
。　

歳
以
上
の
方
。
２
月

６０

７
日
・　

日
・　

日
に
体
験
会

１４

２１

開
催
。詳
し
く
は
赤
井
�
４
７

４
・
６
６
１
７
へ
。

　

◆
木
曜
書
道　

毎
月
第
１
・

第
３
木
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

正
午
、成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

会
費
月
３
１
０
０
円
。
漢
字
、

か
な
。
詳
し
く
は
渕
沢（
ふ
ち

ざ
わ
）
�
４
７
３
・
３
７
７
０

へ
。

　

◆
お
や
じ
の
料
理
教
室　

２
月　

日
か
ら
毎
月
第
３
土

１７

曜
日
の
午
後
６
時
〜
９
時
。東

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。会
費
１

回
１
０
０
０
円
（
同
伴
者
別
）。

男
性
（
同
伴
者
は
女
性
も
可
）。

お
や
じ
達
台
所
へ
入
ろ
う
。包

丁
を
持
と
う
。詳
し
く
は
田
中

�
４
７
４
・
５
２
１
０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ダ
ン
ス
楽
踊

（
ら
く
よ
う
）
会　

毎
週
月
曜

日
の
午
後
６
時
〜
９
時
、市
民

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。入
会
金
１

０
０
０
円
、会
費
月
２
０
０
０

円
。
初
級
者
。
詳
し
く
は
中
村

�
０
９
０
・
２
２
１
８
・
４
６

３
６
へ
。

　

◆
１
歳
か
ら
の
音
あ
そ
び

（
音
楽
サ
ー
ク
ル
・
ま
め
ち
ゃ

ん
ズ
）　

月
２
回
、
金
曜
日
の

午
前
、成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、会
費
月

３
５
０
０
円
。１
歳
〜
３
歳
児
。

２
月　

日
（
日
）
に
無
料
体
験

１８

会
開
催
。詳
し
く
は
林
�
４
２

２
・
５
１
８
７
へ
。

　

◆
気
功
と
太
極
拳
の
ゆ
う

ゆ
う
会　

毎
週
木
曜
日
の
午

前　

時
〜　

時　

分
、コ
ミ
ュ

１０

１１

４５

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。入

会
金
１
０
０
０
円
、会
費
月
２

０
０
０
円
。
初
心
者
、中
高
年

の
方
も
ど
う
ぞ
。詳
し
く
は
松

村
�
４
７
８
・
０
７
６
１
へ
。

　

◆
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー（
十
小

ク
ラ
ブ
）　

毎
週
火
曜
日
の
午

後
７
時
〜
９
時
と
土
曜
日
の

午
後
５
時
〜
７
時
、第
十
小
学

校
で
。
会
費
月
５
０
０
円
。
や

る
気
の
あ
る
方
。詳
し
く
は
原

沢
（
は
ら
さ
わ
）
�
４
７
５
・

６
１
４
６
へ
。

　

◆
絵
手
紙
展「
春
を
た
ず
ね

て
」（
絵
た
よ
り
の
会
）　

土

曜
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
２

月
１
日（
木
）〜　

日（
水
）午

２８

前
９
時
〜
午
後
３
時
、多
摩
信

用
金
庫
東
久
留
米
支
店
ロ

ビ
ー（
東
久
留
米
駅
西
口
か
ら

徒
歩
１
分
）で
。入
場
無
料
。詳

し
く
は
佐
藤
�
４
７
３
・
１
２

８
５
へ
。

　

◆
イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
く
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
で

ん
で
ん
虫
）　

２
月　

日（
祝
）

１１

午
後
２
時
〜
４
時
、東
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。参
加
費
２
０
０

円
。タ
オ
ル
１
本
持
参
。運
動
し

や
す
い
服
装
・
靴
で
。申
し
込
み

は
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。

詳
し
く
は
高
橋
�
４
７
３
・
０

１
０
９（
フ
ァ
ク
ス
同
。平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）へ
。

　

◆
勉
強
会「
基
本
的
生
活
習

慣
の
自
立
と
生
き
る
力
」（
東

久
留
米
市
立
保
育
園
父
母
会

連
合
会
）　

２
月　

日
（
日
）

２５

午
前　

時
〜
正
午
、中
央
図
書

１０

館
視
聴
覚
室
で
。
入
場
無
料
。

詳
し
く
は
江
越
（
え
ご
し
）
�

４
３
９
・
９
８
７
８
へ
。

　

◆
西
伊
豆
と
下
田
の
大
学

の
森
を
訪
ね
る
バ
ス
ツ
ア
ー

（
森
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

３

月
４
日
（
日
）
〜
５
日
（
月
）、

西
伊
豆
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、下
田

東
大
演
習
林
ほ
か
、中
伊
豆
温

泉
泊
。参
加
費
１
万
３
０
０
０

円
（
貸
切
バ
ス
、
１
泊
２
食
付

き
宿
泊
代
）。
高
齢
者
、
車
い

す
利
用
の
方
も
参
加
可
。参
加

予
約
金
５
０
０
０
円
を
郵
便

振
替
で
森
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
０
０
１
４
０－

０－

５
４

１
６
７
５
）あ
て
振
り
込
み
を
。

詳
し
く
は
竹
崎
�
４
６
３
･

５
９
３
２
へ
。

　

◆
写
真
展（
東
久
留
米
写
真

同
好
会
）　

２
月　

日
（
金
）

１６

〜　

日
（
火
）、
ス
ペ
ー
ス
１

２０
０
５
で
。
入
場
無
料
。
詳
し
く

は
矢
花（
や
ば
な
）�
４
７
８
・

８
７
６
８
へ
。

貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
＝
市
川

彩
（
久
留
米
中
学
校
３
年
）、
藤
野

七
生
（
中
央
中
学
校
３
年
）
▼
多

摩
武
蔵
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
佳

作
＝
林
千
里
（
久
留
米
中
学
校
３

年
）、大
門
晃
子（
東
中
学
校
３
年
）、

吉
澤
玄
（
西
中
学
校
３
年
）、
田
中

麻
菜
（
下
里
中
学
校
３
年
）、
鈴
木

な
つ
み
（
中
央
中
学
校
３
年
）

　

※
各
受
賞
作
品
は
、２
月
５
日

（
月
）〜
８
日（
木
）の
期
間
、市
役
所

１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
に
展
示
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
納
税
課
管
理
係
� 

４
７
０
・
７
７
２
９
へ
。

　

僕
は
こ
れ
ま
で
税
金
の
こ
と
な

ん
て
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

自
分
と
関
わ
り
が
あ
る
の
は
消
費

税
く
ら
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
ふ
う
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世
界
の
子
育
て
ｉ
ｎ  

中
国
（
全
２
回
）

①
中
国
共
働
き 

諸
事
情
（
講
義
）

　

第
１
回
目
は
、
一
人
っ
子
政
策

が
実
施
さ
れ
、
夫
婦
共
働
き
の
中

国
に
お
い
て
、
夫
が
家
庭
で
ど
の

よ
う
に
子
育
て
や
家
事
を
し
、
社

会
が
ど
の
よ
う
に
夫
婦
の
共
働
き

家
庭
を
支
え
て
い
る
の
か
。
ま
た

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
続
き
、

４
月
１
日
か
ら
文
化
施
設
で
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
共
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。

４
月
以
降
、
左
表
に
該
当
す
る
文

化
施
設
を
予
約
し
て
利
用
す
る
場

合
に
は
、事
前
に
利
用
者
登
録（
団

体
・
個
人
）
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

利
用
者
登
録
は
、「
利
用
登
録
申

請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

ご
利
用
に
な
る
施
設
の
窓
口
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

登
録
は
ご
利
用
に
な
る
文
化
施
設

の
い
ず
れ
か
１
カ
所
で
結
構
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
楽

し
い
遊
び
の
一
日
を
過
ご
し
て
も

ら
お
う
と
、
今
年
も
「
ポ
カ
ポ
カ

は
る
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
障
害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を

通
し
て
交
流
し
、
楽
し
い
春
休
み

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

主
催
し
、
国
税
庁
が
後
援
す
る
平

成　

年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い

１８

て
の
作
文
」
に
、
市
内
６

中
学
校
か
ら
４
３
０
編

の
応
募
が
あ
り
、　

人
が

１０

入
賞
し
ま
し
た
。入
賞
者

は
次
の
通
り
で
す（
敬
称

略
）。

　

東
久
留
米
市
長
賞
・
東

京
納
税
貯
蓄
組
合
総
連

合
会
会
長
賞
＝
高
橋
雄

大
（
中
央
中
学
校
３
年
）

▼
東
久
留
米
市
租
税
教

育
推
進
協
議
会
会
長
賞

＝
榊
原
由
莉（
下
里
中
学

校
３
年
）▼
東
京
都
立
川

都
税
事
務
所
長
賞
＝
秋

元
梨
乃（
久
留
米
中
学
校

３
年
）▼
多
摩
武
蔵
納
税

医
療
費
を
大
切
に

　

医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
展
や

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
を
理
由
に
、

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
医

療
費
を
大
切
に
。

《
医
療
費
を
上
手
に
使
う
ポ
イ
ン
ト
》

　

①
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

システムで予約申し込みできる文化施設

電話番号施　設　名

４７７・１１１５わくわく健康プラザ

４７３・７８１１中 央 公 民 館

４７０・７８１３

市 民 プ ラ ザ

市 民 ひ ろ ば

ス ペ ー ス １０５

４７１・７２１０西部地域センター

４７０・８０２０東部地域センター

４５１・２０２１南部地域センター

※上記以外の公共施設ではインターネットでの予

約受け付けを行いません。４月以降も従来通りの

受け付け方法となります。

※スポーツ施設は３月利用分から稼動中です。

国民健康保険・特約保養施設一覧

協定料金
(１泊２食付き税込み）

電話番号
（下段予約専用等）

所 在 地施 設 名

大　　人２１,１５０円から
子ども１４，７００円から

０４６５・６３・３００１
神 奈 川 県 
湯 河 原 町

お ん や ど 恵
（ め ぐ み ）

大　　人１３，６５０円から
子ども　９，５５５円から

０４６５・６３・３１１１
神 奈 川 県
湯 河 原 町

青 巒 ( せ い
ら ん ) 荘

大　　人１０，０００円から
子ども　７，０００円から

０４６０・５・８８００
神 奈 川 県
箱 根 町

箱 根 湯 本
ホ テ ル

大　　人１０,５００円から
子ども　７,３５０円から

０４６５・６８・１２５１
神 奈 川 県
真 鶴 町

一 望 閣

大　　人１０，０００円から
子ども　６，０００円から

０５５７・８１・８２９１
静 岡 県
熱 海 市

み の や 旅 館

大　　人　８，４００円から
子ども　５，６００円から

０２７９・７２・３７１１
群 馬 県
渋 川 市

ホ テ ル 銀 水

大　　人１０，６５０円から
子ども　７，３５０円から

０２７８・７２・３０５５
群 馬 県
みなかみ町

辰 巳 館

大　　人１１，０００円から
子ども　７，７００円から

０２５・７８４・２２５１
新 潟 県
湯 沢 町

イ ナ モ ト
旅 館

大　　人　８，４００円から
子ども　５，６００円から

０２５・７８７・４１４１
新 潟 県
湯 沢 町

シ ャ ー レ
ゆ ざ わ 銀 水

大　　人　８，０００円から
子ども　５，６００円から

０５５１・３５・３０３１
０３・３５４７・２０１７

山 梨 県
北 杜 市

プ チ ホ テ ル
甲 斐 白 州

大　　人　９，４５０円から
子ども　７，３５０円から

０５５・２６３・１１３１
山 梨 県
笛 吹 市

甲 州 健 康 館
ト ロ ン の 湯

大　　人　８，４３１円から
子ども　７，５０７円から

０４２８・７８・９７１1
東 京 都
青 梅 市

国民年金保養 
セ ン タ ー
お く た ま 路

大　　人　８，５０５円から
子ども　７，５６０円から

０２６１・７２・７２５５
長 野 県
白 馬 村

リ ゾ ー ト イ ン
ＶＩＶＡＬＤＩ

利
用
者
登
録

２
月
１
日
か
ら
受
け
付
け

　

※
申
請
書
は
各
施
設
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

施
設
の
利
用
に
必
要
な
利
用
者

Ｉ
Ｄ
番
号
等
の

情
報
を
３
月
中

に
登
録
者
あ
て

に
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
登

録
手
続
き
は
２

月
１
日
（
木
）
〜　

日
（
水
）
の

２８

期
間
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
（
３

月
以
降
も
、
利
用
者
登
録
受
け
付

け
は
随
時
行
い
ま
す
）。

　

こ
れ
ま
で
の
施
設
利
用
受
け
付

け
方
法
と
の
変
更
点
な
ど
、
詳
し

く
は
各
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

利
用
者
登
録
説
明
会
を

開

催

し

ま

す

　

▼
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
＝
２
月

　

日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時
、

１７

同
セ
ン
タ
ー
講
習
室
２
・
３
で

　

▼
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
＝
２
月

８
日
（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時
、

同
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
・
２
で

　

▼
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
＝
２
月

５
日
（
月
）
午
後
７
時
〜
９
時
、

同
セ
ン
タ
ー
講
習
室
で

　

▼
市
役
所
、
市
民
プ
ラ
ザ
＝

①
２
月　

日
（
木
）
午
後
７
時

１５

〜
９
時
、
市
役
所
６
階
６
０
２

会
議
室
で
②
２
月　

日
（
火
）

２７

午
前　

時
〜
正
午
、
市
民
プ
ラ

１０

ザ
会
議
室
で

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
�
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

経
済
発
展
が
め
ざ
ま
し
い
中
で
、

深
刻
化
す
る
格
差
社
会
の
現
実
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

②
男
子
厨
房
に
入
る 

（
水
餃
子
作
り
）

　

第
２
回
目
は
、
中
国
の
伝
統
的

な
家
庭
料
理
で
あ
る
水
餃
子

（
ギ
ョ
ー
ザ
）
作
り
、
中
国
文
化
を

堪
能
し
な
が
ら
交
流
会
を
し
ま
す
。

特
に
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
こ

の
機
会
に
ど
う
ぞ
。
企
画
・
運
営

は
「
に
い
は
お
会
」。

　
【
日
時
・
会
場
】
①
が
３
月　

日
１０

（
土
）
午
前　

時
〜
正
午
、
男
女
平

１０

等
推
進
セ

ン
タ
ー
会

議
室
、
②

が
３
月　
１７

日
（
土
）

午
前　

時
１０

〜
正
午
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
調

理
実
習
室

　
【
講
師
】電
気
通
信
大
学
講
師
の

范
建
明
氏

　
【
定
員
】
①
が
先
着　

人
、
②
が

２４

先
着　

人
。
各
回
い
ず
れ
か
の
申

２０

し
込
み
可

　
【
持
ち
物
】②
の
み
、エ
プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん
・
手
ふ
き
タ
オ
ル
・
ふ

き
ん
・
台
ふ
き

　
【
参
加
費
】
①
が
無
料
、
②
が
調

理
実
習
材
料
費
と
し
て
５
０
０
円

程
度（
変
更
あ
り
）。
当
日
集
金
し

ま
す

　

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。
①
、
②
の
い
ず
れ
も
要
予
約
。

　

申
し
込
み
は
２
月
２
日
（
金
）

〜
３
月
２
日
（
金
）
に
、
名
前
・

住
所
・
電
話
番
号
（
フ
ァ
ク
ス
番

号
）・
保
育
が
必
要
な
方
は
、
お
子

さ
ん
の
名
前
・
年
齢
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

電
話
で
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

へ
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

②
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
（
市
で
も
各
種
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
）

　

③
掛
か
り
付
け
医
を
持
ち
ま

し
ょ
う

　

④
薬
は
必
要
な
分
だ
け
で
大
丈

夫
　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�
４
７
０
・
７
７
３
２

へ
。温

泉

で

心

身

を 

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

　

温
泉
に
つ
か
っ
て
、
日
ご
ろ
の

疲
労
や
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
心
身
と

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。
温
泉
に
は
、
血
液
や
リ
ン

パ
液
の
循
環
や
代
謝
機
能
を
促
進

す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

①
特
約
保
養
施
設

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
日
ご
ろ

の
疲
れ
を
癒
（
い
や
）
し
健
康
に

留
意
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
関
東

近
辺
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
等
と
年
間

を
通
じ
て
特
約
保
養
施
設
の
契
約

を
結
ん
で
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
が
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
す

る
と
、
１
泊
に

つ
き
大
人
３
０

０
０
円
、
子
ど

も
２
０
０
０
円
、

年
２
泊
を
限
度

と
し
て
宿
泊
補

助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
の
際
は
、
直
接
各
施
設
に

予
約
し
た
後
、
被
保
険
者
証
と
印

鑑
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
（
市
役

所
１
階
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

②
元
気
回
復
施
設
利
用
補
助

　

市
内
の
一
般
公
衆
浴
場
（
２
カ

国
民
年
金
保
険
料
は 

口

座

振

替

で 

割
引
に
な
り
ま
す

　

口
座
引
き
落
と
し
で
、　

年
１９

度
の
一
年
前
納
、
半
年
前
納
を

ご
利
用
に
な
る
場
合
、
新
規
・

変
更
の
申
し
出
が
金
融
機
関
に

よ
り
、
３
月
で
は
間
に
合
わ
な

い
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
年
分
ま
た
は
６
カ
月
分
の

前
納
を
申
し
込
ま
れ
る
場
合
、

現
金
納
付
よ
り
口
座
振
替
の
方

が
割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

年
度
は
、
一
年
前
納
を
利
用

１８し
た
場
合
、
現
金
払
い
で
は
２

９
５
０
円
の
割
引
が
あ
り
、
口

座
振
替
で
は 
５
４
０
円
増
の

３
４
９
０
円
の
割
引
で
し
た
。

　

年
度
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

１９と
割
引
率
が
若
干
変
更
さ
れ
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
口
座
に
よ

る
各
月
で
の
お
支
払
い
の
場
合
、

通
常
は
翌
月
末
に
引
き
落
と
し

に
な
り
ま
す
が
、
当
月
末
に
引

き
落
と
す
早
割
り
制
度
で
は
月

額　

円
（　

年
度
）
の
割
引
に

５０

１８

な
り
ま
す
。　　

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機

関
へ
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
）・
通
帳
・
通

帳
で
ご
利
用
の
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所

で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
事
務
所
�
０
４

２
２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６

所
）
と
契
約
を
結
び
、
利
用
料
金

の
一
部
（
年
５
回
を
限
度
）
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
の
際
は
、
被
保
険
者
証
と

印
鑑
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
（
市

役
所
１
階
）
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
国
民
健
康
保
険

係
�
４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

詳
し
く
は
公
民
館
�
４
７
３
・
７
８
１
１
へ

の
一
日
を
過
ご
す
催
し
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
付
い
て
お
世
話
を
す

る
ほ
か
、
希
望
者
に
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
送
迎
も
あ
り
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
３
月　

日
（
金
）
午
前

３０

　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

１５

　
【
対
象
】市
内
在
住
で　

歳
未
満

１８

　

市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
拠

点
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
中
央

公
民
館
を
、
よ
り
気
持
ち
よ
く
使

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
意
見
交

換
の
場
と
し
て
、「
利
用
者
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
公
民
館
の

運
営
や
各
種
の
事
業
に
関
心
の
あ

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
【
日
時
】
２
月
７
日
（
水
）
午
後

１
時
半
〜
３
時

　
【
会
場
】
中
央
公
民
館
第
１
・
２

集
会
学
習
室

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

詳
し
く
は
同
館
�
４
７
３
･
７

８
１
１
へ
。

の
障
害
の
あ
る
方
（
親
子
で
の
参

加
も
可
）

　
【
会
場
】
中
央
公
民
館

　
【
持
ち
物
】
お
弁
当
・
水
筒
・
敷
物

　

申
し
込
み
は
２
月　

日
（
土
）

１０

ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集

　

ポ
カ
ポ
カ
は
る
の
つ
ど
い
に
は
、

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
が
必
要
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
障
害
の
あ
る

子
ど
も
と
ペ
ア
に
な
り
、
遊
び

の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
障
害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
生
活

で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
、
３
月
６

日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

直
接
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

市
長
賞
含
め
入
賞
は　

人
１０

に
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
そ
れ
は
大
間
違
い
だ
っ

た
。
人
は
誰
で
も
税
金
と
大
き
く

関
わ
っ
て
生
き
て
い
る
。
そ
し
て

僕
も
税
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
。
中
学
生
の
僕
に
と
っ
て
一

番
身
近
な
も
の
は
、
教
育
費
に
使

わ
れ
る
税
金
だ
ろ
う
。
義
務
教
育

期
間
の
国
の
負
担
額
は
非
常
に
高

い
。
他
に
も
警
察
・
消
防
費
が
あ
る
。

僕
ら
の
身
の
安
全
と
安
心
し
て
生

活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
。

ゴ
ミ
の
回
収
、
下
水
道
や
道
路
の

整
備
な
ど
色
々
な
と
こ
ろ
に
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に

は
一
つ
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に

気
付
い
た
。
そ
れ
は
税
金
は
国
民

の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
つ
ま
り
自
分
の
納
め
た

税
金
は
、
自
分
達
に
返
っ
て
く
る
。

こ
れ
を
知
る
こ
と
が
税
金
の
理
解

へ
の
第
一
歩
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
自
分
達
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
税

は
、
ど
の
よ
う
に
納
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
が
生
ま

れ
た
。
消
費
税
以
外
に
も
所
得
税

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
僕
は
こ
の

税
の
累
進
課
税
制
度
が
気
に
入
っ

て
い
る
。
所
得
税
は
給
与
所
得
者

や
事
業
者
な
ど
個
人
が
支
払
う
税

で
、
そ
こ
に
こ
の
制
度
が
と
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
所
得
の
多
い
人

に
は
大
き
い
負
担
を
、
少
な
い
人

に
は
小
さ
い
負
担
を
し
て
も
ら
い
、

所
得
の
格
差
を
小
さ
く
す
る
働
き

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
所
得

の
多
い
人
と
少
な
い
人
と
の
生
活

を
平
等
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
だ
。

　

日
本
国
憲
法
で
は
、「
納
税
は
国

民
の
義
務
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
税
金
は
嫌
々
払

う
の
で
は
な
く
、
税
金
の
こ
と
を

し
っ
か
り
理
解
し
、
納
得
し
て
か

ら
気
持
ち
良
く
納
め
た
い
。
義
務

を
果
た
す
こ
と
は
、
自
分
の
暮
ら

し
を
豊
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

そ
う
考
え
て
納
め
れ
ば
ず
っ
と
気

分
が
い
い
。
む
し
ろ
自
分
の
税
金

で
、
誰
か
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
い
。

　

今
日
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に

よ
っ
て
、
働
き
手
が
減
り
、
安
定

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
費
用
が

必
要
な
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
働

き
手
へ
の
負
担
は
拡
大
す
る
。
僕

が
大
人
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
さ
ら

な
る
負
担
が
か
か
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
僕
が
教
育
を
受
け
た

り
、
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
た
の

は
、
主
に
現
在
働
い
て
い
る
方
達

の
お
か
げ
だ
。
そ
し
て
、
僕
が
大

人
に
な
り
働
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
の
方
達
の
何
人
か
は
高
齢
者
と

な
り
、
色
々
な
こ
と
が
必
要
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
、
僕
は
今

ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
達
の
た
め

に
、
今
度
は
自
分
が
支
え
よ
う
と

思
う
。
そ
う
や
っ
て
恩
返
し
が
で

き
る
一
つ
の
方
法
が
税
金
を
納
め

る
こ
と
で
あ
る
。

　

僕
は
さ
ら
に
税
金
へ
の
知
識
を

深
め
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考

え
を
固
め
、
日
本
の
社
会
を
支
え
、

明
る
い
未
来
を
築
く
納
税
者
の
一

人
に
な
り
た
い
。

文
化
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム　

４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

�
４
７
２
・
０
０
６
１
、
フ
ァ
ク
ス
４
７
２
・
０
０
５
３

（
火
曜
日
休
館
）

障
害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
募
集

ポ
カ
ポ
カ
は
る
の
つ
ど
い

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「税についての作文「税についての作文」」で入賞した皆さんで入賞した皆さん

国民健康国民健康
保険情報保険情報

１９年度市民伝言板
利用案内

前期分（４月１５日号～
１０月１日号）の受け付けは

３月１日（木）から

　
【
日
時
・
会
場
】
①
２
月　

日
２２

（
木
）
午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

が
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
会

議
室
②
２
月　

日
（
日
）
午
後

２５

１
時
半
〜
４
時
が
南
部
地
域
セ

ン
タ
ー
講
習
室

　
【
定
員
】
①
が
先
着　

人
、
②
が

２４

先
着　

人
６０

　
【
参
加
費
】
無
料

　

※
２
歳
〜
未
就

学
児
の
保
育
あ
り
。

①
、
②
の
い
ず
れ
も

要
予
約
。

　

申
し
込
み
は
２

月
２
日
（
金
）
〜　
１６

日
（
金
）
に
、
名

前
・
住
所
・
電
話
番

号
（
フ
ァ
ク
ス
番

号
）・
保
育
が
必
要

な
方
は
、
お
子
さ
ん

の
名
前
・
年
齢
を
記

入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
電
話
で
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
へ
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

上

映

映

画 

「
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
」 

（
２
０
０
５
年  
ア
メ
リ
カ
）

　

女
性
や
男
性
の
生
き
方
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
鑑
賞
し
、
上
映

後
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
感
想
を

語
り
合
い
ま
す
。

　
【
あ
ら
す
じ
】夫
の
暴
力
に
耐
え

か
ね
て
、
実
家
に
子
ど
も
と
共
に

戻
っ
て
き
た
ジ
ョ
ー
ジ
ー
は
鉱
山

労
働
者
に
な
る
。
男
性
社
会
の
中

で
耐
え
難
い
嫌
が
ら
せ
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け

た
彼
女
は
立
ち
上
が
っ
た
。
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
女
優
の
シ
ャ
ー
リ
ー

ズ
・
セ
ロ
ン
が
出
演
、
実
話
に
基

づ
い
た
感
動
作
。

　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
の
図

書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
や
ビ
デ
オ

を
、
一
人
２
冊
２
週
間
ま
で
、
借

新
水
社
（
少
子
・
高
齢
化
が
社
会

問
題
と
な
る
今
、
働
く
祖
母
・
子

育
て
現
役
祖
母
な
ど
世
代
間
交
流

に
お
け
る
祖
母
力
は
、
日
本
の
未

来
を
救
う
）

　

▼
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
心
理
学
」
＝

福
富
護
著
。
朝
倉
書
店
（
人
々
の

意
識
や
行
動
が
い
か
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
）

　

▼
「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ

イ
ス
」
＝
明
橋
大
二
著
。
一
万
年

堂
出
版
（
子
育
て
に
悩
む
母
親
た

ち
に
、
マ
ン
ガ
で
分
か
り
や
す
く

心
が
明
る
く
な
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
）

　

▼
「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
妻
が

い
る
」
＝
狭
間
恵
美
子
著
。
講
談

社
（
熟
年
離
婚
と
な
ら
な
い
た
め

に
、
妻
と
夫
の
食
い
違
い
を
具
体

例
に
よ
り
解
説
）

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
内
容
は
、

女
性
の
生
き
方
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

か
ら
だ
・
心
・
性
、
Ｄ
Ｖ
・
結
婚
・

家
族
、
子
育
て
、
仕
事
、
人
権
・

社
会
福
祉
、
小
説
な
ど
、
男
女
共

同
参
画
社
会
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
わ
た
る
蔵
書
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
刊
の
お
知
ら
せ

　

▼
「
祖
母
力
」
＝
樋
口
恵
子
著
。

シネマｄｅ

おしゃべり

 
会
員
募
集 

 
催　
　

し 

フィフティ２

市民企画講座

ご利用ください

センター内の

図書コーナー

◆男女平等推進センターメールアドレス
fifty2@higashikurume-city.jp

公民館
利用者懇談会
を開催します

税
金
の
あ
り
方
を
知
っ
て

　
　

中
央
中
学
校
３
年

　
　
　
 　
　

高
橋　

雄
大

楽しい遊びがいっぱい！楽しい遊びがいっぱい！


